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自治組織と「排除」に関する一考察
──沖縄本島北部における共有地をめぐる問題──
牧 野 芳 子





















































































































































































































































という 3つの米軍基地がある。かつてはさらにギンバル訓練場があったが 2011年 7月全面返
還され跡地利用計画を推進している。この返還跡地の一部は，賃貸として返還後も賃貸料が入
り続けるようである。





























































をみると 1 km2当たり恩納村は 281.6人であり，金武町は 690.3人，宜野座村は 345人，そ
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⑽ 松崎 前掲
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⑿ 黒田 前掲 P 248. 249
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26 宜野座村誌 第 1巻通史 1991年 P 447
27 瀧本・青木 前掲 P 101
28 瀧本・青木 前掲 P 101
29 来間 前掲 P 48
30 金武村＝金武間切り，現金武町・宜野座村のこと
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・恩納村誌編纂室だより 2008. 9～2014. 3
・社会学小辞典 2009 濱嶋朗・竹内郁郎・石川晃弘編 有斐閣
佛教大学大学院紀要 社会学研究科篇 第 43号（2015年 3月）
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・沖縄県，金武町，宜野座村，恩納村の HP
〔付記〕
本稿は修士論文に 2014年 7・8月の調査結果をふまえ加筆修正したものである。なお，調
査では北部 3町村をはじめ各区・団体・自治会等の方々にご協力いただいたことを感謝した
い。
（まきの よしこ 社会学研究科社会学専攻博士後期課程）
（指導教員：瀧本 佳史 教授）
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